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のが知られている。これは 1981 年に Gromov によって導入された概念である。この距離を用いて定義 
















の理論は 2000 年の Ambrosio-Kirchheim による仕事で大きく発展した．それを基礎に
Sormani-Wenger が♭距離の内在化として，内在的♭距離を導入した．これらは体積有限
の対象を扱っていたため，たとえば非コンパクト空間を扱うことに適していなかった．竹
内氏の博士論文では基点付けられた二つの整カレントの間の点付き内在的♭距離を導入し，
これによって上記の体積有限性の仮定を落とすことに成功した．特に竹内氏のこの仕事に
よって非コンパクトな整カレント空間の収束も扱えることとなった．また関連する仕事で
ある Lang-Wenger の仕事と竹内氏の距離との両立性も示し，その結果として竹内氏が導入
した点付き内在的距離に関するコンパクト性定理も得られた．これは♭収束に関する内在
化としてベストな結果であるといえる． 
また，竹内氏は上記の内在的♭収束に関してサイズと呼ばれる量が下半連続か，という問
いを考察し，特に考えている空間が Hilbert 空間で実現していればその問いは肯定的に正
しい，という重要な結果を得た．サイズとはカレント空間に対して Hausdorff 測度を使っ
て定式化される量で，一般にその具体的計算はとても難しい．幾何学においては，さまざ
まな空間の収束理論があるが，そのそれぞれで，Hausdorff 測度の下半連続性は極めて重
要であることが知られており，それが応用面においてもブレークスルーを与えることがこ
れまで多く見られてきた．よって竹内氏の考察した下半連続性も重要問題の一つである．
竹内氏の示した Hilbert 空間のもとでの下半連続性は上記問いに対して本質的な進展を与
えるものである．証明には幾何学的測度論の深い解析が必要になる．これまでの内在的♭
収束の理論からは現れていなかったテクニックを用いており，学術的に極めて価値が高い
と評価できる． 
以上のように竹内氏の博士論文の内容は，自立して研究活動を行うに必要な高度の研究能
力と学識を有することを示している．したがって，竹内秀氏提出の博士論文は，博士（理
学）の学位論文として合格と認める． 
 
 
 
 
 
 
 
 
